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ご

挨

拶

初
代
理
事
長

・
久
能
山
東
照
宮

宮
司
松
浦
國
男
氏
の
後
任
と
し
て

昨
年
六
月
に
理
事
長
に
推
挙
さ
れ

ま
し
た
厳
鳥
神
社
官
司
の
野
坂
元

良
で
ご
ざ
い
ま
す
。

社
寺
建
造
物
美
術
協
議
会
は
平

成
二
年
に
発
会
さ
れ
て
以
来
、
十

三
年
を
経
過
し
、
こ
の
間
、
小
西

陳
雄
会
長
等
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
、

諸
事
業
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
故
意
を
表
す
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

全
文
連
は
昨
年
、
法
人
設
立
十

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
貴
会
を
は

じ
め
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
の
御
支

援
と
御
協
力
の
賜
物
で
あ
る
と
心

社
団
法
人
全
国
国
宝
重
要
文
化
財

所
有
者
連
盟

理
事
長
　
野
　
坂
　
一死
　
良

機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、

最
近
に
な
っ
て
文
化
庁
、
社
団
法

人
全
国
社
寺
等
屋
根
工
事
技
術
休

存
会
と
全
文
連
の
ひ
た
む
き
な
努

力
が
実
り
、
国
有
林
の
槍
皮
採
取

が
試
験
的
で
は
あ
り
ま
す
が

一
部

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
新
聞
を
は
じ

め
と
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、　
一
般
の
人
々
に
ま
で
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

貴
会
は
文
化
財
保
存
修
理
で
は
、

装
飾
部
分
に
あ
た
り
ま
す
彩
色

・

漆

・
鋭
金
具
の
華
や
か
な
部
分
を

担
当
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の

仕
事
の
中
身
は
華
や
か
な
も
の
で

は
な
く
、
地
味
で
根
気
の
い
る
作

業
の
連
続
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
若
い
人
に
は
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
あ
り
ま
す
が
、
各
事
業
所
と
も

後
継
者
の
問
題
に
は
前
向
き
に
努

力
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
他
に
も
顔

料
の
問
題
、
そ
の
他
諸
材
料
の
確

保
、
工
事
の
安
定
的
な
受
注
な
ど

難
問
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
こ
れ

ら
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
、
貴

会
は
毎
年

一
回
の
総
会
と
数
回
の

研
修
会
を
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
研
鑽
を
つ
ま
れ
、
文
化

財
修
理
の

一
翼
を
担

っ
て
こ
ら
れ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

全
文
連
で
は
後
継
者
不
足
、
材

料
不
足
を
緩
和
す
る
手
段
と
し
て

文
化
財
修
理
用
資
材
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
第

一
回

「檜
皮
」
、
第
二
回
は

「漆
」
、
第

三
回
は

「畳
」
の
調
査
を
実
施
し

報
告
書
も
刊
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
「漆
」
調
査
は
社
寺

建
造
物
美
術
協
議
会
会
員
の
ご
協

力
も
あ

っ
て
平
成
十
二
年
に
報
告

書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
漆
施
工
業
者
の
部

門
で
は
小
西
美
術
工
藝
社
、
さ
わ

の
道
玄
、
田
村
漆
工
、
細
川
社
寺

巧
藝
社
と
日
光
社
寺
文
化
財
保
存

会
よ
り
回
答
を
得
ま
し
た
。
文
化

財
修
理
関
係
で
、
余
工
は
少
人
数

で
す
が
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で

平
均
し
て
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
が

「漆
」
の
外
国
依
存
度
で
あ
り
修

理
使
用
の
生
漆
は
中
国
産
が
六
十

八
％
で
、
漆
器
の
輪
島
で
は
九
十

五
％
が
中
国
産
で
あ
り
ま
す
。　
一

方
、
生
産
者
の
回
答
で
は
漆
採
取

技
能
者

（漆
掻
き
取
り
工
）
の
人

十
七
％
が
五
十
歳
以
上
で
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
回
答
で
す
が
、

国
宝

・
重
要
文
化
財
の
漆
塗
装
を

国
産
で
ま
か
な
う
た
め
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
漆
工

を
養
成
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
等
問
題
が
山
積
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

銹
金
具
で
は
旧
来
か
ら
の
技
法

の
踏
襲

・
円
滑
な
仕
事
量
、
彩
色

で
は
彩
色
工
の
養
成
、
顔
料
の
確

保
、
円
滑
な
仕
事
量
な
ど
経
営
の

問
題
も
含
め
て
課
題
が
多
い
と
伺

っ
て
い
ま
す
。

全
文
連
で
は
各
保
存
会
の
抱
え

て
い
る
問
題
点
を
話
し
合
え
る
場

所
と
し
て
伝
統
技
術
保
存
団
体
連

絡
協
議
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
ら
貴

重
な
情
報
の
提
供
や
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
文
化
庁
担
当
官
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
貴
会
も
三
部
門
の
問
題
点

を
小
西
会
長
に
ま
と
め
て
頂
き
、

こ
の
機
会
に
発
表
さ
れ
、
文
化
庁

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
れ
ば

今
後
の
会
の
運
営
に
も
役
立
つ
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

全
文
違
は
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
環
境

悪
化
の
中
で
貴
重
な
文
化
遺
産
を

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
の
文
化
財
保
護
は
明
治

三
十
年
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
古
社

寺
朱
存
法
に
始
ま
り
、
数
多
く
の

建
造
物
が
保
存
修
理
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
文
化

財
の
保
存
修
理
を
す
る
た
め
の
原

材
料
や
技
術
者
の
確
気
な
ど
文
化

財
を
護
る
た
め
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

全
文
連
は
こ
の
こ
と
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
任
意
団
体
で
あ

っ

た
昭
和
五
十
七
年
頃
か
ら
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
諸
問
題
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
課

題
の
解
決
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

特
に
檜
皮
の
確
保
に
つ
い
て
は
危 平

成
十

五
年

二
月

二
十

日
発
行

編
集

　

社
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建

造

物
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発
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保
護
し
、
次
世
代

へ
継
承
し
て
い

く
と
い
う
全
文
連
の
目
的
達
成
に

向
け
て
精

一
杯
努
め
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
は
貴
会
の
ご
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、
全
文
逗

へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
挨
拶
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
協
議
会
の
第
十
四
回
通
常
総

会
、
並
び
に
研
修
会
は
平
成
十
四

年
十

一
月
十
五
、
十
六
日
の
両
日
、

富
山
県
高
岡
市
で
開
か
れ
た
。
北

陸
の
都
市
で
の
開
催
は
初
め
て
で
、

今
回
は
幹
事
役
を
御
当
地
会
員
の

い
青
銅
社
、
稲
見
社
長
に
お
願
い

し
、
社
員
の
方
々
や
社
用
車
も
含

め
て
お
世
話
頂
い
た
。
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

第

一
日
、
十

一
月
十
五
日
、
午

後

一
時
す
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
高

岡
駅
前
に
出
席
会
員
が
集
合
し
、

稲
見
社
長
の
ご
案
内
で
、
先
ず
、

研
修
先
の
∩
島
谷
昇
龍
工
房

へ
お

伺
い
す
る
。
銀
造
金
属
の
名
器
を

作

っ
て
お
ら
れ
る
作
家
の
工
房
で

第
二
日
は
、
午
前
九
時
よ
り
、

同
ホ
テ
ル
の
会
議
室
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
的
全
国
国
宝
重
要
文
化

財
所
有
者
連
盟
、
後
藤
事
務
局
長

よ
り

「文
化
財
保
護
行
政
の
沿
草

及
び
重
要
文
化
財
建
造
物
の
修
理

並
び
に
建
造
物
修
理
の
調
査
の
取

り
方
」
に
つ
き
講
演
を
頂
き
有
意

義
な
も
の
と
し
て
拝
聴
し
た
。
毎

回
、
丹
念
に
資
料
を
整
え
て
く
だ

さ
れ
、
文
化
財
の
修
理
修
復
に
と

り
、
か
け
が
え
の
な
い
知
識
を
授

け
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
い
で
、
総
会
に
入
り
、
会
則

に
よ
り
小
西
会
長
が
議
長
を
勤
め
、

始
め
に
事
務
局
よ
り
、
出
席
会
員

（敬
称
略
）

あ
る
。
親
子
三
代
の
伝
承
の
技
術

は
、
先
代
当
主
、
当
代
、
後
継
と

お
三
方
揃

っ
て
の
出
演
で
、
ま
こ

と
に
羨
ま
し
く
も
あ
り
、
力
強
い

限
り
。

当
日
の
参
加
者
は
、
毎
回
御
指

導

・講
演
を
頂
く

（全
文
連
）
後
藤

事
務
局
長
は
じ
め
、
荒
木
か
お
り

（川
面
美
研
）
、
大
谷
哲
秀

・
大
谷

雄
二
郎

（大
谷
鋳
造
）
、
黄
地
耕
造

（金
寿
堂
）
、
澤
野
道
郎

（さ
わ
の

道
玄
）
、
森
本
安
之
助

（森
本
餅
金

具
）
、
小
西
陳
雄
、
倉
山
剛
、
齊
藤

信
二

（小
西
美
術
）
、
に
幹
事
役
の

稲
見
晃
、
石
田
部
長

（青
銅
社
）

の
十
二
名
で
あ
る
。

島
谷
さ
ん
の
仕
事
は
正
に

「勘

七
社

（出
席
会
貝
随
行
員
四
名
）

計
十

一
名
。
欠
席
会
員
六
社

（内
、

委
任
状
提
出
六
社
）。
総
会
は
成
立
、

議
案
の
内
、

（
一
）
事
業
報
告
。

（二
）
収
支
報
告
を
事
務
局
の

倉
山
剛
が
報
告
し
て
了
承
さ
れ
た
。

（三
）
会
則
に
つ
い
て
、
次
回

か
ら
総
会
の
都
度
、
会
則
を
出
席

会
員
に
配
布
し
協
議
す
べ
き
と
の

提
案
が
出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

（四
）
会
報

『す
い
か
ず
ら
』

は
、
今
回
の
九
、
十
合
併
号
で
間

隔
が
空
い
た
の
で
半
年
後
の
平
成

十
五
年
四
月
末
の
刊
行
予
定
と
す

る
。
但
、
誌
面
作
り
に
苦
労
し
て

ど
こ
ろ
」
の
極
致
と
言
え
る
。
地

金
挿
え
の
確
か
さ
、
叩
き
出
し
て

行
く
過
程
の
熟
練
、
絶
え
間
な
い

音
感
判
断
の
調
整
、
そ
れ
ら
の
習

得
が
生
み
出
す
工
芸
は

「勘
ど
こ

ろ
」
の
集
積
だ

っ
た
。

折
し
も
、
文
化
庁
建
造
物
課
の

武
内
調
査
官
が
時
間
を
や
り
繰
り

し
て
見
学
に
来
房
さ
れ
た
。
金
工

そ
の
も
の
が
、
漆
や
彩
色
と
異
な

り
、
音
と
い
う
も
の
に
如
何
に
係

る
か
と
い
う

一
つ
の
現
象
を
感
じ

た
。次

に
重
要
文
化
財
勝
興
寺
本
堂

修
理
工
事
現
場

へ
向
か
う
。
浄
土

真
宗
の
大
伽
藍
で
、
兎
に
角
、
大

ぶ
り
で
巨
柱
の
羅
列
で
あ
る
。
調

査
、
解
体
、
組
立
て
が
軸
部
で
或

る
程
度
終
り
、
塗
装
関
係
の
化
粧

直
し
に
入

っ
て
い
る
。
こ
の
系
統

の
彩
色
文
様
は
大
ま
か
で
？
雄
渾

の
印
象
で
あ
る
。
ｍ
文
建
協
、
設

計
管
理
事
務
所
の
今
井
成
享
所
長

の
ご
案
内
ご
説
明
を
頂

い
た
。

『後
世
に
創
建
時
の
姿
を
伝
え
る

こ
と
が
大
切
①
文
化
財
修
理
は
古

い
材
料
を
少
し
で
も
多
く
再
利
用

し
、
取
り
換
え
材
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
大
原
則
。
枝
法

・
工

法
共
、
当
初
の
も
の
を
踏
襲
す
る
。

創
建
か
ら
二
百
年
が
経
過
し
、
損

う
が
激
し
く
華
麗
で
荘
厳
な
た
た

ず
ま
い
を
失

い
か
け
て
い
た
。
屋

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿

を
お
願
い
し
た
い
、
と
事
務
局
。

（五
）
今
後
の
活
動
計
画
と
し

て
は
、
『芸
術
文
化
振
興
基
金
』
の

補
助
申
請
に
よ
り
、
中
級
者
程
度

の
ど
の
部
門
か
の
研
修
を
実
施
し

た
い
、
と
の
希
望
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
も
全
文
連
さ
ん
の
ご
指
導
が

必
要
と
し
て
、
後
藤
事
務
局
長
に

ご
協
力
を
要
請
し
た
。

（六
）
そ
の
他
の
意
見
交
換
と

し
て
、
三
部
門
と
も
仕
事
量
が
少

な
す
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
段
々
と
ジ

リ
貧
に
な
り
、
前
向
き
の
思
考
も

な
く
な
る
。
ゼ
ネ
ラ
ル
コ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
下
請
け
と
言
う
の
は

価
格
だ
け
の
条
件
で
技
術
力
は
問

え
な
い
程
の
理
解
度
で
良
い
の
か
。

請
負
工
事
の
分
離
発
注
方
式
で
な

け
れ
ば
、
技
術
者
の
良
心
と
し
て
、

納
得
の
行
く
仕
事
が
出
来
な
い
。

等
々
の
意
見
で
、
や
は
り
工
事
発

注
の
あ
り
方
に
批
判
が
集
ま

っ
た

感
じ
で
あ
る
。

（七
）
時
刻
も
正
午
と
な
り
、

閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
る
前
に
次
回

開
催
地

・
幹
事
の
予
定
と
し
て
、

関
東
地
方
か
、
又
は
海
外

蛮
口
湾
）

と
言
う
声
も
聞
か
れ
た
が
、
決
定

に
至
ら
ず
、
事
務
局
に

一
任
と
な

っ
た
。
以
上
で
、
第
十
四
回
、
社

寺
建
造
物
美
術
協
議
会
の
総
会
並

び
に
研
修
会
を
終
了
し
た
。

根
は
雪
解
け
が
遅
い
北
側
の
軒
が

下
が
り
、
雨
漏
り
は
皮
肉
に
も
本

尊
を
安
置
す
る
内
陣
が
最
も
ひ
ど

か
っ
た
。
天
丼
近
く
の
極
彩
色
模

様
は
風
が
吹
く
と
顔
料
が
は
が
れ

落
ち
た
。
修
理
は

”待

っ
た
な
し
“

の
状
態
だ

っ
た
直
と
の
由
。
今
井

所
長
は

「思
い
熱
く
、
最
高
の
仕

事
を
し
た
い
避
と
語
ら
れ
た
。

次
い
で
、
良
い
機
会
で
今
井
所

長
に
お
願
い
し
て
、
事
務
所
の

一

室
を
お
借
り
し
て
、
武
内
調
査
官

か
ら
講
評
を
頂
い
た
。
「常
々
、
社

寺
建
造
物
美
術
協
議
会
の
皆
さ
ん

に
は
文
化
財
関
係
工
事
の
各
パ
ー

ト
を
担
当
さ
れ
て
、
円
滑
に
近
い

進
捗
状
況
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

時
と
し
て
手
戻
り
に
な
る
仕
事
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
充
分
に
注

意
し
て
進
め
て
頂
き
た
い
。
人
員
、

原
材
料
等
の
点
で
調
査
を
折
々
実

施
し
て
、
ご
協
力
願

っ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
現
時
点
で
の

一
つ
の
指
標

と
し
て
捕
ら
え
て
い
る
の
で
理
解

頂
き
た
い
。
漆
部
門
に
つ
い
て
は
、

全
文
連
さ
ん
で
色
々
と
調
査
さ
れ
、

資
料
を
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
他
の

部
門
で
も
今
後
企
画
さ
れ
る
と
思

う
の
で
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
保

存
修
理
の
件
数
は
平
成
四
年
度
に

七
十
七
件
だ

っ
た
の
が
、
同
十
三

年
度
に
は
百
十
九
件
に
増
え
、
予

算
も
二
十
六
億
か
ら
四
十
二
億
に

な
り
ま
し
た
が
、
屋
根
葺
替
が
多

く
百
二
十
六
棟
に
比
較
し
て
塗
装

修
理
は
十
件
位
に
な

っ
て
い
ま
す
。

中
世
か
ら
近
世

へ
の
修
理
が
少
な

く
な
り
、
幕
末
か
ら
明
治
の
も
の

が
新
し
く
修
理
に
加
わ
っ
た
ケ
ー

ス
が
増
え
ま
し
た
。
彩
色
の
復
原

調
査
の
精
度
も
適
正
化
さ
れ
、
大

徳
寺
唐
門
や
南
禅
寺
の
山
門
な
ど

に
見
ら
れ
ま
す
。
研
修
事
業
を
充

実
化

・
活
性
化
さ
せ
る
の
に
若
い

人
の
参
加
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま

す
。
協
議
会
と
し
て
、
研
修
会
を

開
く
予
定
が
あ
れ
ば

『芸
術
文
化

振
興
基
金
』
の
補
助
申
請
を
さ
れ

る
こ
と
を
す
す
め
ま
す
。
要
領
に

つ
い
て
は
後
日
、
建
造
物
課
へ
尋

ね
て
下
さ
い
避
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
更
に
私
共
協
議
会
か
ら
、

三
部
門

（金
工
、
彩
色
工
、
漆
工
）

の
工
事
を
少
し
で
も
多
く
出
し
て

頂
き
た
い
。
そ
れ
が
業
界
の
振
興

に
つ
な
が
る
の
で
、
是
非
共
お
考

え
頂
き
た
い
。
と
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。

北
陸
の
晩
秋
は
日
の
暮
れ
が
早

い
。
今
日
の
研
修
会
を
終
了
し
、

土
山
住
職
、
武
内
様
、
今
井
様
他

皆
さ
ん
、
大
林
組
堀
所
長
さ
ん
に

挨
拶
し
て
、
現
場
を
後
に
し
た
。

宿
泊
先
は
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
高
岡
で
、
投
宿
後
懇
親
会
を
開

き
歓
談
し
た
。

第
十
四
回

通
常
総
会
並
び
に
研
修
会
を

富
山
県
高
岡
市
で
開
催
す
る

か

ざ

り

＞
」

　

ゝ
え
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(宮山県高岡市)

『
錫

の
響

』

こ
の

『鋭
の
響
』
は
平
成
十
四

年
四
月
か
ら
産
経
新
聞

・
西
日
本

版

「美
と
く
ら
し
」
欄
に
月
二
回

掲
載
さ
れ
た
も
の
を
同
氏
の
許
可

（並
び
に
、
産
経
新
聞
、
支
局
長

の
承
諸
）
を
受
け
て
転
載
し
た
も

の
で
す
。

注
―
―
森
本
安
之
助
氏
は
、
銭

金
具
の
技
術
で
、
国
の

「選
定
保

存
技
術
保
持
者
認
定
」
を
受
け
て

お
ら
れ
、
今
も
現
役
で
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
る
斯
界
の
第

一
人
者
で
、

当
協
議
会
の
副
会
長
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

「鋳
師
」
と
い
う
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
襖
の
引
き
手
や
釘
隠
と
い

っ
た
小
さ
な
細
工
か
ら
仏
具
、
祭

具
、
神
社
仏
閣
の
建
築
金
具
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
銃
金
具
を
手

仕
事
で
つ
く
り
あ
げ
て
い
く
匠
。

京
都
市
に

「森
本
鋭
金
具
製
作

所
」
の
看
板
を
掲
げ
る
三
代
目

・

森
本
安
之
助
さ
ん

（七
四
）
＝
写

真
Ｈ
は
、
宮
内
庁
や
文
化
庁
、
榊

社
庁
な
ど
の
ご
用
達
を
務
め
る
こ

の
道
の
第

一
人
者
。

仕
事
通
じ
″
手
の
言
葉
峯
ｍ
る

森本安之助氏



襖
の
引
手
か
ら
感
じ
る
心
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日
本
で
金
属
が
初
め
て
使
わ
れ
、

加
工
技
術
が
発
達
す
る
の
は
弥
生

時
代
。
飛
鳥
時
代
の
仏
教
伝
来
に

よ
っ
て
、
仏
教
、
建
築
金
具
、
仏

器
、
掟
鐘
な
ど
を
作
る
鍛
金
、
鋳

金
、
彫
金
の
精
巧
な
技
術
が
興
り

ま
し
た
。

そ
し
て
平
安
後
期
以
降
、
日
本

風
の
意
匠
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
鎌
倉
、
室
町
、
桃
山
の
時
代

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
色
を
映

す
意
匠
や
技
法
が
生
ま
れ
、
さ
ら

に
日
本
独
特
の
金
工
美
の
極
致
と

も
い
わ
れ
る
江
戸
期
の
装
剣
金
具

へ
と
発
展
し
ま
す
。

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
欧
米
化
志
向
の
中
、
日
本
人
の

暮
ら
し
と

”銃
金
具
的
な
も
の
“

と
の
距
離
は
大
き
く
隔
た

っ
て
し

ま

い
ま
し
た
。
「併
金
具
と
は
、

日
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
合
理

的
で
真
実
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

金
属
を
細
工
し
た
工
芸
品
」
と
い

う
森
本
さ
ん
の
手
の
言
葉
は
、
真

の
豊
か
さ
の
あ
り
よ
う
を
教
え
て

く
れ
る
気
が
し
ま
す
。
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

銃
金
具
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
の

生
活
に
最
も
身
近
な
も
の
と
し
て
、

襖
の
引
手
が
あ
る
。

襖
を
機
能
さ
せ
る
に
は
、
な
く

楽
人
、
女
官
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

と
く
に
勅
使
は
、
右
腰
に
銀
製
の

魚
袋
を
さ
げ
、
銹
剣
と
称
す
る

柄

・
鞘
な
ど
適
所
が
金
具
で
装
飾

さ
れ
た
金
色
の
太
刀
を
帯
び
る
。

行
列
を
よ
り
引
き
立
て
る
た
め

の
、
俗
に
御
所
車
と
呼
ば
れ
る
牛

車
は
、
木
製
で
漆
塗
を
施
し
、
屋

根
、
胴
回
り
、
車
輪
の
要
所
に
は

毛
彫
り
の
金
飯
金

（と
き
ん
）
金

具
を
配
し
、
藤
の
花
に
杜
若

（か

き
つ
ば
た
）
あ
る
い
は
、
紅
梅
、

白
梅
を
飾
り
付
け
、
美
し
い
装
い

の
大
牛
に
ひ
か
せ
て
い
る
。

ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
斎
王
代
の
乗

る
腰
興

（お
よ
よ
）
は
桧
製
で
、

黒
、
朱
の
漆
塗
と
緑
青
の
彩
色
を

施
し
、
要
所
に
は
金
鍍
金
の
歩
金

具
を
使
用
し
て
格
式
を

一
段
と
高

め
て
い
る
。

鴨
川
の
堤
を
、
行
列
が
往
く
。

馬
上
ゆ
た
か
な
勅
使
の
腰
の
剣
が
、

斎
王
代
の
腰
輿
の
屋
根
が
、
牛
車

の
車
が
、
陽
光
を
浴
び
て
き
ら
り

と
奥
ゆ
か
し
く
輝
く
。

そ
れ
は
銭
金
具
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
細
か
く
観
察
す
る

と
、
お
祭
り
に
も
祭
具
を
は
じ
め

装
束
類
に
い
た
る
ま
で
、
随
所
に

鋳
金
具
が
使
わ
れ
て
い
る
の
を
知

ら
さ
れ
る
。

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
が
、

た
だ
用
が
足
せ
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
建
物
の
種
類
、

部
屋
の
格
、
建
具
の
素
材

・
色
彩

な
ど
あ
ら
ゆ
る
関
連
し
た
条
件
を

考
慮
し
て
意
匠
さ
れ
、
毛
地
彫
、

透
彫
、
無
地
、
七
宝
入
、
象
嵌
な

ど
多
様
な
技
法
が
使
わ
れ
る
。
ま

た
、
素
材
も
金
、
銀
、
赤
銅
、
青

銅
、
黄
銅
な
ど
多
種
用
い
る
。

多
く
の
銭
金
具
は
、
桃
山
時
代

よ
り
著
し
く
発
展
す
る
が
、
引
手

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

た
と
え
ば
、
国
宝

「
二
條
城
」

の
引
手
。
い
わ
ゆ
る
御
殿
引
手
と

称
さ
れ
る
も
の
で
、
徳
川
の
家
紋

を
配
し
、
唐
車
文
様
の
品
位
あ
る

「毛
地
彫
地
魚
々
子
打
水
銀
箔
焼

付
披
金
墨
差
し
」
仕
様
の
豪
華
な

も
の
で
、
張
台
構
え
の
引
手
に
は

絹
糸
製
の
大
房
が
仕
組
ま
れ
て
い

′つ
。

土
地
の
神
さ
ま
崇
め
る
心

「
ホ
イ
ッ
ト
、
ホ
イ
ッ
ト
！
」

と
威
勢
の
よ
い
か
け
声
と
と
も
に
、

担
ぎ
棒
の
先
の
鼻
か
ん
が
、
”
シ
ヤ

ン
シ
ヤ
ン
“
と
鳴
り
響
く
。
一爪
都
・

嵐
山
、
松
尾
大
社
の
神
興
が
勇
壮

に
町
を
行
く
。

祭
は
、
氏
子
た
ち
が
年
に

一
度
、

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
神
さ

ま
に
地
域
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
い

た
だ
く
儀
式
。
神
輿
は
そ
の
神
さ

ま
を
お
乗
せ
す
る
大
切
な
乗
り
物

だ
。神

興
の
本
体
は
、
ヒ
ノ
キ
、
ケ

ヤ
キ
、
カ
ン
な
ど
の
木
材
を
適
材

適
所
に
使

い
分
け
、
永
年
の
用
に

耐
え
ら
れ
る
仕
組
み
で
造
ら
れ
る
。

漆
、
金
箔
、
顔
料
、
岩
絵
具
で
、

木
地
の
保
存
と
耐
久
性
を
高
め
る

た
め
、
随
所
に
併
金
具
を
取
り
付

け
て
、
荘
厳
さ
を
表
現
す
る
。

な
か
で
も
銃
金
具
は
、
重
要
な

役
割
を
担

っ
て
い
る
。
品
位
の
程

度
に
よ

っ
て
、
全
体
の
価
値
が
決

め
ら
れ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
職
人
は
、

「地
彫
り
」
と
い
う
最
高
の
技
を

駆
使
す
る
。
こ
れ
は
、
”
打
出
し
“

と

”
削
り
と
り
“
を
併
用
し
た
肉

彫
り
で
、
地
に
魚
々
子

（丸

い
粒
）

を
蒔
く
技
法
。
そ
こ
に
水
銀
と
金

一
方
、
桂
離
宮
で
は
横
長
の
九
、

木
瓜
、
花
菱
、
折
れ
松
葉
、
月
文

字
、
櫂
、
鏑
矢
な
ど
簡
素
な
意
匠

が
好
ん
で
使
わ
れ
る
。

民
家
に
多

い
の
は
、
日
月
に
雲

文
、
鳳
凰
、
花
籠
、
千
鳥
文
な
ど
。

心
の
ゆ
と
り
が
も
た
ら
す
遊
び
の

要
素
の
含
ま
れ
た
意
匠
が
見
ら
れ

ＺＯ
。こ

の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
く
る

と
、
引
手
に
は
日
本
人
の
心
の
豊

か
さ
、
繊
細
な
優
し
さ
が
感
じ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
姿
は
お

粗
末
と
い
う
か
、
貧
し
い
と
い
う

か
。
先
人
た
ち
の
培

っ
て
き
た
心

を
取
り
戻
し
た
い
と
思
う
。

「釘
隠
し
」に
も
現
代
の
感
性
を

あ
る
日
、
仕
事
仲
間
の
友
人
が
、

一
人
の
女
性
を
伴

っ
て
や
っ
て
来

た
。
祇
園
で
京
の
宿
を
営
む
女
将

で
、
純
和
風
の
建
物
を
新
築
す
る

の
で
、
長
押
の
釘
隠
し
、
襖
の
引

き
手
を
手
づ
く
り
の
も
の
で
調
達

し
た
い
、
と
い
う
話
だ

っ
た
。

長
押
は
柱
と
柱
を
繋
ぐ
水
平
材

で
、
釘
を
隠
す
た
め
に
考
え
ら
れ

た
金
具
が
、
「釘
隠
し
」
。
当
方
に

は
、
今
ま
で
製
作
し
た
数
多
く
の

品
が
あ
り
、
そ
れ
を
求
め
た
い
と

い
う
お
考
え
の
よ
う
だ

っ
た
。

し
か
し
、
建
物
の
概
要
を
聞
く

と
、
部
屋
数
も
多
く
、
部
屋
の
名

と
ア
マ
ル
ガ
ム
を
使
う
、
古
来
か

ら
の
メ
ッ
キ

「金
鉛
」
を
施
す
。

ま
た
、
御
神
座
に
は
、
お
菌
、

厚
畳
、
戸
帳
、
御
翠
集
、
屋
根
に

か
け
る
御
衣
、
鈴
縄
、
房
と
い
っ

た
繊
維
の
類
も
多
用
さ
れ
る
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
神

輿
は
、
”神
さ
ま
“
即
ち
御
神
体
を

お
乗
せ
す
る
乗
り
物
で
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
先
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の

可
能
な
限
り
最
高
の
も
の
で
奉
仕

す
る
心
を
教
え
て
い
る
。

素
直
に
土
地
の
榊
さ
ま
を
崇
め

る
心
…
そ
れ
は
日
本
の
文
化
の
美

し
い
伝
統
だ
と
、
わ
た
し
は
思
う
。

（原
文
の
ま
ま
）

八
こ
の
項
、
次
号
に
続
く
〉

栃
木
の
ギ
つ
る
し
“
山

か
ら
の
通
信

［前
号
か
ら
続
く
］

伽
小
西
美
術
工
藝
社

小

西

陳

雄

《
秋
田

一
家
は
す
ぐ
れ
も
の
》

全
く
天
の
配
剤
と
言
う
か
、
栃

木
県
は
益
子
の
里
に
生
漆
の
仲
買

も
、
吉
祥
や
京
都
の
名
所
に
ち
な

ん
で
い
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
や
は

り
室
名
に
ふ
さ
わ
し
い
意
匠
を
と

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
「考
案
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と

ま

っ
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
お
施
主
の
要

望
に
こ
た
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

宿
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ま
が
、
安

ら
ぎ
や
く

つ
ろ
ぎ
な
ど
、
高
度
な

付
加
価
値
を
感
じ
ら
れ
る
た
た
ず

ま

い
を
演
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
同
時
に
、
現
代
の
感

性
を
表
現
す
る
の
は
当
然
と
い
え

卜ふ
ｎゝノ。

た
と
え
ば

「鶴
の
間
」
の
釘
隠

し
は
打
出
彫
の
”飛
翔
鶴
気

襖
の

引
き
手
は

”
立
鶴
“
の
意
匠
に
す

る
。
長
押
を
空
に
な
ぞ
ら
え
て
釘

隠
し
を
飛
ぶ
姿
と
し
、
引
き
手
は

下
に
あ
る
の
で
安
定
感
の
あ
る
象

に
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

一
方
、
花
鳥
風
月
の
た
た
ず
ま

い
に
対
し
て
は
、
日
月
を
組
み
合

わ
せ
た
打
出
彫
に
、
下
の
雲
は
透

彫
。
引
き
手
に

”花
籠
“
を
意
匠

し
て
、
薄
肉
彫
を
施
し
、
七
宝
焼

を
入
れ
て
華
麗
さ
を
出
し
、
花
鳥

風
月
を
表
現
し
た
。

物
つ
く
り
の
職
人
は
、
使
わ
れ

る
多
く
の
人
々
に
喜
び
を
与
え
る

こ
と
が
、
何
よ
り
の
仕
事
冥
利
な

の
で
あ
る
。

人
が
居
て
、
こ
の
人
か
ら
の
伝
手

を
頼
り
紹
介
を
受
け
、
親
子
代
々

漆
掻
き
の
仕
事
を
半
林
半
農
で
や

つ
て
お
ら
れ
る
秋
田
忠
重
さ
ん
と

息
子
の
稔
さ
ん
が
県
内
で
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
事
が
判

っ
た
。
所
謂

入
溝
山
系

（栃
木
と
茨
城
両
県
に

跨
る
）
を
中
心
に
漆
掻
き
を
続
け

て
来
ら
れ
た
の
だ
と
の
由
。
忠
重

さ
ん
は
実
直
で
売

っ
た
お
や
じ
さ

ん
、
当
代
の
稔
さ
ん
は
親
譲
り
の

実
直
さ
は
も
と
よ
り
、
先
読
み
の

良
い
人
で
、
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
も

名
人
肌
で
あ
る
。
孫
の
若
い
息
子

さ
ん
も
家
業
の
漆
掻
き
を
継
い
で

く
れ
る
と
の
事
。
う
れ
し
い
ぢ
や

な
い
で
す
か
。
実
際
に
こ
の

一
家

が
居
ら
れ
な
か
っ
た
ら
、
ウ
チ
の

漆
樹
林
は
東
北
や
北
陸
か
ら
漆
掻

き
さ
ん
に
出
張
し
て
貰
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、　
一

年
の
内
、
漆
畑
の
見
廻
り
と
、
下

草
取
り
、
枯
死
木
の
処
理
、
根
分

け
し
た
苗
木
を
育
て

・
挿
す
作
業
、

ひ
と
通
り
の
手
入
れ
を
お
願
い
出

来
る
貴
重
な
存
在
だ
。
歩
留
り
良

く
売
る
漆
液
を
漆
の
木
か
ら
掻
き

取
る
技
は
さ
す
が
名
人
の
家
系
と

思
う
。
漆
の
木
に
と

っ
て
は
迷
惑

な
話
だ
が
、
世
の
中
の
た
め
に
な

り
、
わ
が
国
の
文
化
を
守
る
の
だ

か
ら
以
て
瞑
す
べ
し
、
と
い
う
こ

と
か
。

筍
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
、
京

の
街
は
に
わ
か
に
活
気
づ
い
て
く

る
。
い
よ
い
よ
鎮
守
の
お
社
で
お

祭
り
が
始
ま
る
の
だ
。
大
人
も
子

供
も
男
女
を
問
わ
ず
、
榊
に
対
す

る
畏
敬
と
感
謝
の
念
を
こ
め
、
同

時
に
お
互
い
の
和
と
、
さ
ら
な
る

向
上
、
発
展
の
た
め
に
巨
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
発
散
さ
れ
る
か
ら
だ

ス
マ
つ
。

さ
て
、
五
月
に
な
る
と
京
都
三

大
祭
の

一
つ
で
あ
る
葵
祭
が
斎
行

さ
れ
る
。
五
穀
豊
穣
を
お
祈
り
す

る
と
聞
い
て
い
る
。

京
都
御
所
を
出
発
、
五
百
余
人

の
行
列
が
新
緑
の
都
大
路
を
練
る

王
朝
絵
巻
。
そ
の
中
に
は
、
勅
使

を
は
じ
め
諸
役
の
武
官
、
昇
人
、

《
岩
手
の
本
職
が
や
っ
て
来
た
》

あ
る
日
、
岩
手
県
浄
法
寺
町
の

日
本
う
る
し
掻
き
技
術
保
存
会
と

言
う
日
本

一
の
生
漆
生
産
量
を
誇

る
会
長
の
岩
舘
さ
ん
か
ら

「小
西

さ
ん
と
こ
の
う
る
し
の
山
を
見
た

い
の
で
寄
せ
て
貰
い
ま
す
が
」
と

電
話
が
掛

っ
て
来
た
。
さ
あ
、
大

変
だ
。
漆
掻
き
を
生
業
と
す
る
本

職
の

一
団
が
や
っ
て
来
る
。
こ
ち

ら
は
後
発

（然
も
始
め
て
か
ら
十

年
そ
こ
そ
こ
）
動
機
は
漆
払
底
の

歎
き
か
ら
取
り
掛

っ
た
試
み
だ
。

こ
り
ゃ
見
て
く
れ
だ
け
の
現
況
を

お
見
せ
す
る
し
か
な
い
。

当
日
朝
早
目
に
現
地

へ
赴
く
と
、

居
た
居
た
、
日
焼
け
し
た
男
達
の

集
団
が
…
…
…
…
。
緊
張
し
て
車

か
ら
降
り
た
私
達
の
前
に
醇
朴
な

年
輩
の
方
々
の
顔
々
。
そ
の
中
か

ら
岩
舘
会
長
が

『ち
ょ
っ
と
ば
か

し
早
く
着
き
ま
し
て
』
ご
一時
間

も
！
ヽ
す

っ
か
り
見
せ
て
貰
い
ま

し
た
よ
』
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。

考
え
て
み
る
ま
で
も
な
い
が
、
夏

の
朝
は
四
時
頃
に
山
へ
掻
き
取
り

に
入
る
親
爺
ば

っ
か
り
な
ん
だ
も

の
、
予
定
よ
り
早
く
着
く
の
も
当

た
り
前
ヨ
。
参

っ
た
、
参

っ
た
、

す

っ
か
り
調
子
の
狂

っ
た
私
達
は

後
手
に
廻

っ
て
し
ま

っ
た
。

〔こ
の
項
、
次
号
に
続
く
〕

“日月に雲文"

巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

飛翔鶴
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材

料

店

紹

介

諸
漆
精
製
販
売

・
漆
附
属
品
各
種

塗
料

一
式

河

楚
高
野
漆
行

君
川
・金
ぷ

〒
９２０
１

０９‐８
金
沢
市
尾
山
町
二
番
三
八
号

ａ
（〇
七
六
ｒ

〓
一
一
ｌ
ｏ

一
九
〇

今
回
は
、
創
業
百
二
十
五
年
の
高
野
漆

行
さ
ん
の
紹
介
で
す
。

初
代
善
太
夫
さ
ん
は
福
井
の
生
ま
れ
で
、

明
治
十
二
年

（
一
人
七
九
年
）
に
創
業
し

ま
し
た
。
二
代
目
、
庄
次
郎
さ
ん
の
時
、

現
地
、
金
沢
市
の
中
心
地
、
尾
山
神
社
前

の
商
店
街
に
店
を
構
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
五
年
前
に
四
代
日
、
行
雄

さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
奥
様
は

じ
め
五
代
目
に
な
る
、
智
行
さ
ん
達
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

先
代
か
ら
の

「
い
く
ら
世
の
中
が
変

化
し
て
も
、
根
本
の
仕
組
み
で
あ
る
基

本
は
変
わ
ら
な
い
」
商
売
の
基
本
は
人

で
あ
り
、
人
の
心
で
す
。
「心
の
こ
も

っ

た
商
売
」
を
と
申
し
伝
え
ら
れ
て
い
る

と
の
由
。
客
に
喜
ば
れ
る
商
品
作
り
を

ま
じ
め
に
追
求
し
、
漆
の
本
当
の
良
さ

を
多
く
の
人
に
知

っ
て
貰
う
に
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
、
等
。
職
人
さ
ん
と
の

対
話
を
通
じ
て
研
究
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
今
で
は
、
漆
器
関
係
、
建
築
界
な

ど
各
方
面
に
漆
を
製
造

（精
製
）
販
売

し
、
業
者
や
職
人
さ
ん
か
ら
の
信
頼
は

厚
い
。
又
、
素
人
で
漆
に
興
味
の
あ
る

方
が
増
え
て
き
た
た
め
、
通
販
、
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
学
校
等
に
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

７́

／

Ｐ
，

７
，、

、
ょヽ

ヽ
ｆヽ

や

芸
術
文
化
振
興
基
金
か
ら
の

ヽ

一
補
助
金
内
定

の
お
知
ら
せ

　

一

サ
　

第
十
四
回
給
会
記
事

の
中
に

、

一掲載文がありますが、今年
（

◎
編
集
後
記
◎

業
界
の
現
況
を
お
話
し
し
ま
す

と
、
仕
事
の
中
身
と
し
て
雑
工
事

の
範
囲
で
仕
事
量
が
減
り
、
ひ
と

頃
の
半
分
位
に
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
業
界
全
体
で
い
え
る
こ
と
は
、

絶
紺
量
が
足
り
な
い
点
の
解
決
が

必
要
で
す
。

ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
安
い
単
価
の
発

注
が
つ
ら
い
要
因
で
、
親
も
つ
ら

け
り
ゃ

（？
）
子
も
つ
ら
い
、
ま

る
で
継
父
母
に
食
べ
さ
せ
て
貰
う

子
供
よ
り
も
つ
ら
い
。
職
人
の
平

均
年
齢
が
上
昇
し
、
四
十
歳
代
の

後
半
で
若
い
戦
力
が
少
な
い
職
場

で
す
。
技
術
者
の
修
業
年
限
は
短

く
て
も
十
年
を
切
る
こ
と
は
な
い
。

若
者
が
入
っ
て
来
て
も
機
械
化
出

来
な
い
作
業
が
多

い
、
手
作
業
の

比
率
が
高
く
、
技
術
の
習
得
に
時

間
が
掛
り
、
や
め
ら
れ
て
し
ま
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
又
、
業
界
の

衰
微
を
肌
で
感
じ
ら
れ
、”後
継
者
、

ど
な
い
す
る
ね
ん
“
と
言
わ
れ
る
。

「
よ
う
言
う
た
る
わ
、
ほ
な
ら
仕

事
く
れ
へ
ん
か
い
な
」
そ
れ
が

一

番
よ
。　
　
　
　
　
　
　
　
（谷
）

）
四
月
中
旬
に
内
定
通
知
を
頂
き

み

ヽ
ま
し
た
。
取
り
敢
え
ず
ご
報
告

´

浦
壇ヽ
ヤ
イ鑑
促
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